
 

 

2024 年 8 月吉日 

関係各位 

バイテク情報普及会 

「新規殺虫性タンパク質の安全性評価に関するワークショップ」開催のご案内 
 

拝啓 時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、バイテク情報普及会は、来る 9 月 3 日（火）13 時 30 分より、「新規殺虫性タンパク質の安全性評

価に関するワークショップ」を下記の通り開催いたします。 

これまでに安全性評価が行われてきた遺伝子組換え作物で発現する殺虫性タンパク質は、食経験情報

（HOSU: History Of Safe Use）がある土壌微生物に由来する場合が多く、これまでの知見の積み重ね

により、その評価方法も確立されてきました。一方、近年では食経験情報のない生物に由来する殺虫性タ

ンパク質を発現する遺伝子組換え作物が開発され、それらに対する安全性評価が行われています。これら

の新規殺虫性タンパク質の食品としての安全性評価に際しては、既存の評価方法を適用することへの懸念

から、ヒト培養細胞を用いた in vitro の試験が追加的に求められる場合もあります。 

 

本ワークショップでは、CLI（CropLife International）の会員企業から、現在開発に取り組んでいる

殺虫性タンパク質について説明させていただくと共に、食経験情報の無い殺虫性タンパク質の安全性評価

方法の考え方に対する CLI の見解をご紹介させていただきます。また、ヒト培養細胞試験を含めた補足試

験につきましても、その現状と課題に関する知見を紹介させていただきます。そして議題の最後に予定し

ておりますパネルディスカッションを通じて、新規の殺虫性タンパク質の安全性評価の考え方についての

理解を深めていただければと考えております。なお、ワークショップ後には懇親会も開催いたします。 

 

つきましては、下記要領にて開催いたしたく、ご多忙の折とは存じますが、何卒ご出席くださいます

ようお願い申し上げます。尚、お手数ではございますが、ご参加を希望される方は、下記当会ホームペ

ージよりお申し込みをお願い申し上げます。 

敬具 

バイテク情報普及会 

－ 記 － 

 
催 事 名 「新規殺虫性タンパク質の安全性評価に関するワークショップ」（同時通訳あり） 

＊プログラムは次ページをご覧ください。 

日 時 2024 年 9 月 3 日（火） 

ワークショップ： 13：30～17：30 （受付開始：13：00） 

懇 親 会： 18：30～ 

会 場 ステーションコンファレンス東京 6 階 605-ABC 

東京都千代田区丸の内1-7-12 サピアタワー6F（別紙地図参照） 

参 加 費 ワークショップ ：無料 

懇 親 会 ：4,950 円（領収書発行あり） 

お申込み 下記 URL に記載されている「参加申し込みフォーム」よりお申し込みください。 

https://cbijapan.com/news/5869/ 

締め切り 2024 年 8 月 20 日（火曜日） 

＊ただし定員（60 名）になり次第、締め切らせていただきます。 

お問合せ バイテク情報普及会 事務局 熊谷 

Tel：070-4076-8683／Email：secretariat@cbijapan.com 

https://cbijapan.com/news/5869/


 
 

バイテク情報普及会 

「新規殺虫性タンパク質の安全性評価に関するワークショップ」 

日時：2024 年 9 月 3 日（火） 13：30～ 

場所：ステーションコンファレンス東京 605-ABC 

＜プログラム＞ 

13:30-13:35 開会の挨拶 

13:35-13:45 「食経験のない殺虫性タンパク質の安全性をどう評価するか？」 

児玉浩明教授（千葉大学） 

13:45-14:45

（各 20 分） 

「新規殺虫性タンパク質を発現する GM 作物」 

• 「Plant-derived insecticidal proteins with potential for 

new trait development」 

 Jennifer Barry (Corteva Agriscience, USA) 

• 「A new insecticidal trait protein for the control of 

Lepidopteran pests」 

 Matt Bramlett (Syngenta Seeds, USA) 

• 「A new Vip3 protein for Lepidopteran control」 

 Todd Ciche (Bayer Crop Science, USA)  

14:45-15:00 休憩 

15:00-15:20 「Bt 蛋白質の命名法の改定」 

William Moar（Bayer Crop Science, USA） 

15:20-15:40 「食経験情報の無い殺虫性タンパク質の安全性評価における Weight of 

Evidence を用いたアプローチ」 

 Yong Yin（CropLife International, Bayer Crop Science, 

USA） 

15:40-16:00 「タンパク質の安全性評価における補足試験」 

 Matias Attene Ramos（CropLife International, Bayer Crop 

Science, USA） 

16:15-17:30 パネルディスカッション 

   

18：30～ 懇親会： プロント東京駅店（サピアタワー前） 

 
※ バイテク情報普及会 会員企業（50 音順） 

コルテバ・アグリサイエンス日本株式会社、コルテバ・ジャパン株式会社、シンジェンタジャパン株式会社 

バイエル クロップサイエンス株式会社、BASF ジャパン株式会社 

  



ステーションコンファレンス東京のご案内 

 

■所在地： 

東京都千代田区丸の内 1-7-12 サピアタワー4～6F 

https://www.tstc.jp/tokyo/access.html  

 

■交通： 

JR 東京駅（日本橋口直結、新幹線日本橋口改札徒歩 1 分、八重洲北口改札徒歩 2 分） 

または東京メトロ東西線大手町駅（B7 出口直結） 

※お車でお越しの方は近隣の駐車場をご利用ください。 

 

■東京駅構内からステーションコンファレンス東京（サピアタワー）への経路 

 
 

 

https://www.tstc.jp/tokyo/access.html

